
ハウス栽培の阿賀野市産いちじく・ぶどう販売開始！ 
 阿賀野市では、水稲育苗ハウスの後利用としてコンテナいちじくとぶどうの栽培が行われ
ています。ここでは、その取組について紹介します！ 

①広大なほ場で効率化！ 
 ほ場整備地区の２割園芸導入の取組とし

て実証ほを設置。地下灌漑システムを備え

た高機能な大ほ場（最大60a）で効率的な

生産を図っています。 

 また、試験的にドローンによる防除も

行っています。 

★ＪＡ・農林課・普及センターでは、さまざまな品目の栽培指導や支援を行うなど、園芸生産をサポートしています。 
ご興味がある方は下記までお問い合わせください。 
【問い合わせ】 〇ＪＡ新潟かがやき あがのアグリセンター（樋口・中島） TEL62-2235 

          〇ＪＡ新潟かがやき ささかみアグリセンター（石山）            TEL25-7252 
          〇阿賀野市農林課農林振興係 （直通）   TEL61-2478                 

        〇新発田農業普及指導センター（野菜）   TEL0254-26-9126 
〇新発田農業普及指導センター（花・果樹） TEL0254-26-9155 

  

園芸情報(Ｒ５・８月号) 阿賀野市農業振興協議会 

1億円産地を目指して！ 

▲ほ場整備ほ場での播種 ▲ドローンによる防除（試験） 

ドローン 

ぶどう 

 ぶどうは、田植えが終わった５月から６月・12月の年３回現地指導会を行っています。 

毎回40名近くの栽培者が種なし処理、房の摘粒、剪定の仕方を受講しています。 

 主な栽培品種はシャインマスカットが７～８割を占め、他に巨峰、藤稔などがあります。 

▲現地指導会の様子 ▲シャインマスカット 

 コンテナいちじくは、ＪＡ新潟かがやき あがの・ささかみアグリセンターに生産者21名

の合同部会があり、巡回指導や出荷目合わせを行い、品質の統一化を図っています。 

 主な品種として、一般的にスーパー等で販売されている「桝井ドーフィン」、緑色で

ねっとりとした食感の「バナーネ」、市場にわずかしか出回らない幻の黒いちじく「ビオ

レソリエス」が栽培されています。 

いちじく 

▲出荷目合わせの様子 ▲▶バナーネ 

１ 

２ 

阿賀野市イメージキャラクター  
「ごずっちょ」  

 たくさんの 
栽培者がいる
んだね！ 
僕もやってみ
ようかな… 

 いちじく・ぶどうともに阿賀野市内の「ウオロク」店舗内の地場産コーナーや「道の駅あ
がの」、新潟市北区の「わくわくファーム 豊栄店」等で販売しています。（出荷状況等によ
り数に限りがあります。在庫がない場合がありますが、ご承知おきください。） 
 また、いちじく・ぶどうともに販売生産者を募集しています。興味のある方は、ＪＡ新潟
かがやき あがの・ささかみアグリセンターまでご連絡ください。 



阿賀野市地域おこし協力隊として２名が着任！ 
 ７月３日、市役所にて新たに２名が阿賀野市の地域おこし協力隊員として着任しました！ 
ここでは、農業分野で活動する荒木さんを紹介します。 

阿賀野市のホームページからもご覧いただけます！ 

阿賀野市　園芸情報 検索 もしくは、二次元コードを読み取ってください。 

阿賀野市園芸品目ガイド 

阿賀野市農業振興協議会では、既存産地の維持拡大と新規生産者の参入を目的に、 
園芸おすすめ２２品目について記載した「阿賀野市園芸品目ガイド」を作成しています。 
阿賀野市ホームページに掲載していますので、右の二次元コードからご覧ください。 
また作物の栽培技術等でお困りの事がありましたらお知らせください。一緒に解決に 
努めます。 

☞ 

☞ 

熱中症警戒アラート  

涼しいところで作業する 

１人で作業しない 

20分おきに休憩・水分補給する 阿賀野市イメージキャラクター  
「ごずっちょ」  

作物の管理も
要注意！ 

 

 

    

「地域おこし協力隊」とは？ １ 

 地域おこし協力隊とは、都市から地方へ移住し、地域ブランドや地場産品の開発・販

売・ＰＲ等の地域おこし支援や、農林水産業への従事、住民支援などの「地域協力活動」

を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組です。 

 
 

 

    

 新規就農を目指す荒木 美和子（あらき みわこ）さん ２ 

 着任した２名のうち、「うららの森農園」で活動している荒木美和子さんは、地域おこ

し協力隊員になる以前もハウスでミニトマトの栽培に携わっていました。この度、「うら

らの森農園」のＩＣＴシステムを活用したハウスで更に知識と技術を磨き、新規就農を目

指しています。 

 「地域おこし協力隊として、農業の楽しさや厳しさ・やりがいを伝え、同じように農業

に関心がある人の役に立てるよう頑張ります」と意欲を燃やす荒木さん。これからの阿賀

野市の農業を盛り上げていってほしいですね！ 

 荒木さんは、新規就農を目指し、新たに露地栽培などにも挑戦します。研修先を募集していま
すので、受け入れができる生産者の方がいましたら、阿賀野市役所農林課までご連絡ください。 

 熱中症の危険性が極めて高いと予想される日に発表される熱中症警戒アラート
が８月に入ってから連日発表されています。 

 外での作業は非常に危険なため、農作業の際は対策を徹底してください。 


